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土質材料を用いた。日本国土技術研究センターによる細粒分割合に基づく基準に従い、0.075 mmふ

るいを用いた分級ならびに混合により細粒分を調整した15種類の土質サンプルを作成した。 

実験から以下の結果が得られた。第一に、細粒分の増加に伴い、ピーク強度、残留強度ともに減

少する傾向が確認された。その傾向は、細粒分割合が小さい場合に特に顕著である。逆に、細粒分

割合が大きい範囲では、ピーク強度、残留強度とも変化がほとんど現れない。ピーク強度と残留強

度の差は、細粒分割合に伴って増加する傾向がある。第二に、残留摩擦角は、細粒分割合、液体限

界、塑性限界、および可塑性指数の比のすべてと逆相関した。すなわち細粒分割合の増加に伴い、

液性限界、塑性限界、および塑性指数が増加し、残留摩擦角は減少した。これらの結果は、地盤工

学の基本理論に合致している。他の指標と比較して、細粒分割合は、以上のような線形関係によっ

て残留摩擦角を予測するためのより良い相関を持ち、地盤工学における適用に十分に適すると考え

られる。また、次いで液性限界、塑性限界にも同様のことが言える。 

   以上、本論文では、まず、岐阜県揖斐川町の事例研究のための斜面安定性解析から、地域の危険

性を予測し、インフラ開発と地震後の再建に関する決定を下すためのガイドラインを提供する結果

を示した。次いで、その解析の最重要因子である残留摩擦角について、詳細な室内試験を実施した

上で他指標との相関を示し、実用においてより簡便な手法によって、十分な精度をもってその値を

特定するための知見を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


